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主体的に学び合う児童の育成  
ーICTを効果的に活用した協働的な学びを目指してー

 

授業の工夫を系統立てて

教育目標
　　心豊かで　たくましく　生きる子を育てる
　　　　　　ー自立〈いのち〉共生ー
研修主題



具体的な取組

子どもが主語
楽しい　分かる

学びとる喜びや楽しさを実感できる
授業づくりの推進・深化



具体的な取組

学習の基盤となる資質・能力

レッツスタディ 朝のスピーチ 書いて伝える

かがやき発表 家庭学習 読書習慣



主体的に学び合う児童の育成  
ーICTを効果的に活用した協働的な学びを目指してー  

  次の学びに生かす振り返り 

　 対話や気付きの質を高める工夫 

　１学期の成果と課題から２学期の実践へ実践の蓄積〜 

児童の実態に合わせた必要感のある課題設定 

ポイント２

ポイント３

ポイント１



 

　

読んで考えたことを話そう　
　　　　　　　　　　「どうぶつ 園のじゅうい」 

気持ちの変化に着目して読み、感想を書こう　
 　　　　　　　　　　　　　　　「ごんぎつね」

作品の世界を想像しながら読み、考えたことを伝
え合おう 「やまなし」（資料）イーハトーブの夢

　２学期の具体的な実践から 
第２学年
国語科

第４学年
国語科

第６学年
国語科



第２学年　国語科  
読んで考えたことを話そう　
　　　　　　　　　　　「どうぶつ 園のじゅうい」 



児童の実態に合わせた必要感のある課題設定 

文章を読んで、
考えたことを、
友達と話そう。 

じゅういんさんのしごとの
せつめい名人になろう。

ポイント１

問い 目標 ゴール

単元のゴールや学習過程を共有する。

（獣医さんの仕事の説明名人に
なって、獣医さんのすてきなと
ころを1年生に伝える。） 



対話を深めるキーワード

　 対話や気付きの質を高める工夫 

やっぱり…

でも…
確かに…

なるほど！

ポイント２

大変度メーター

話合いのモデル

自分の経験と比べながら、
筆者の仕事の大変さや
すてきなところを伝え合う。



目指す姿を子どもと教師で共有。
学びを振り返って成果や課題を
自覚し、次の学びへ生かす。

ルーブリック

わくわくワード

  次の学びに生かす振り返り ポイント３

言葉を豊かに

学びを
１年生へ
伝える



第４学年　国語科  
気持ちの変化に着目して読み、感想を書こう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「ごんぎつね」
 



ポイント１　児童の実態に合わせた必要感のある課題設定 

【場面解決カード】 

問い・感想 物語を読み深める ゴール

場面解決カードを基に、自分たちで課題を解決

　ごんと兵十の関わりや
気持ちの変化をとらえて
物語の魅力を伝える 
　　感想文を書こう。 



一人一冊の
「ごんぎつね」ノート

ハートメーター 一目で分かる
「ごんぎつね」カード

場面ごとの重要な
キーワードをまとめる。

二人の心の距離を
可視化し、心の変
容をとらえる。 

　 対話や気付きの質を高める工夫 ポイント２

ごん

兵十



次の学びに生かす振り返り（単元のまとめ） ポイント3

物語の魅力を伝える

ごんと兵十になり切って演
じ、国語科の学びを音楽科
につなげる。

役割演技

感想を書くときには、
「言葉の宝箱ファイル」
を活用する。

学びの蓄積 教科横断的

音楽科の授業へつなぐ



第６学年　国語科  
作品の世界を想像しながら読み、考えたことを伝え合おう　　
　　　　　　　　　「やまなし」（資料）イーハトーブの夢  



並行読書コーナー

ポイント１　児童の実態に合わせた必要感のある課題設定 

総合的な学習の時間
「生き方のカギを見付けよう」

を軸として

教科横断的な課題設定

年間を見通した単元計画（教科横断的な学び）

宮沢賢治の作品から「生き方
のカギを受け取ろう」



学び方を工夫し、考えを広げ深める。

ポイント２　　　対話や気付きの質を高める工夫

対話の繰り返し

学び方カード



他者参照できる振り返りカード

ポイント３　次の学びに生かす振り返り（単元のまとめ）

ルーブリック スプレッドシート
学びの視点
見通し
ふり返り



校内研修の充実

１ ４２ ３
校務のDX化関係機関の

指導助言
ICT支援員
との連携

リーディング
DX通信

リーディングDXの推進



文部科学省　平井奉子氏

学習∽研修∽校務∽社会は相似形

「児童一人一人」が主
語

協働することを決める
のは誰ですか？

１関係機関の指導助言

自ら学びを調整する場
はありますか？



東京学芸大学との連携

仲間とともに学ぶ経験は、体力や
技術レベル、性別の違いにかかわ
らず、生涯を通じて豊かなスポー
ツライフを実現するための大切な
学びの機会である。

インクルーシブな
体育をめざして

関係機関の指導助言１

鈴木　直樹　准教授



メディア教育研究室
今度　珠美先生

関係機関の指導助言１

　　香川大学
坂井　聡教授

デジタル・シティズンシップ教育特別支援教育とICT



リーディングDX通信の発行

LDXの
最新情報
　　　　など

実践事例の
　　　　分析

２

関連サイトの
QRコード

関連サイトの
QRコード



ICT支援員との連携
NEXT GIGA

学びが変わる→授業を変える
個別最適な協働的な学びの

実現のためのヒント

知識・学び方も教える
委ねる

ICT
は強い味方ICT
は強い味方

３



必要に応じて
学年団等のスペース
を作成。
全てのスペースに、
ICT支援員、
教育委員会も参加。

チャットスペース作成

校務DXの推進４
研究協議でのFigJam活用



校務DXの推進４
マラソンカード

メディアバランスけんこう貯金



本日の授業について
１年　

生活科

４年　 ６年　 ６年　

体育科国語科音楽科



第１学年　生活科
「ふゆをたのしもう」

　「ふゆコレクション」の中から、とっておきの冬を
伝え合いました。協働的に学ぶ中で、冬をもっと楽しむ
ヒントを見付けました。



第４学年　音楽科
「思いを音楽で表そう」

　国語科の学習と横断し、歌い方を考えました。様々な
考え方や学び方があることに児童自身が気付き、表現す
ることの面白さを感じました。



第６学年　国語科
生き方について考えたことを話し合おう
　　　　　　　　　　　　　　「海の命」

総合的な学習の時間「生き方のカギを見付けよう」と横断し
ながら国語科の学習を進めています。立松和平の命シリーズ
から「生き方のカギ」を主体的に読み取りました。



第６学年　体育科
「HADO」（ボール運動　ネット型）

　インクルーシブな体育を目指し、ARを活用した体育。
戦術的気付きを見出し、絵や図、言葉や動きなどで仲間に
伝え、協働的に学びながら、ゲームを楽しみました。



東京都
西新井小学校

との交流

リーディングDXスクール事業が
　　　　　　　つないでいく学びの輪

オンライン交流北海道
佐呂間小学校

との交流



ご清聴
ありがとう

ございました!


